
 

CONCIERGE 
by Mochimaru shokuhin Co.,Ltd.13/June/2016/vol.400 

高知の初夏を彩る特産品として「小夏」は、瑞々しい柑橘として知られています。今年は 5 月中旬から 7 月上旬ぐらいまでのご

提供となりますが、国産の柑橘の出回りもほとんど少なくなる今の季節に、唯一ほんのりと市場に表れてくれます。甘酸っぱくフ

レッシュで香り立つような「小夏」はまさにこの季節の一時の清涼剤のようでもあります。ライトイエローのきめ細やかな皮目が品

よく、また眩しい夏の太陽の到来をも瞬時に思い出させてくれる様は、今だけの珠玉の逸品といってもよいでしょう。「小夏」とあ

るように少し小ぶりでかわいらしい様子も、名前そのままのイメージでもあります。お料理のエッセンスとして、またはお食事後の

水菓子としても、心地よさを余韻として残します。大きく主張する食材ではありませんが種も少なめ、水分も多く、皮と実の間の

白い部分もつけてカットしてみるとまた食感にも見た目にも変化が生まれて、柑橘の味わいをさらに印象深くしてくれます。この

時期ならではの「小夏」の愛らしさを、ぜひいかがでしょう。 

 

 

小夏 （高知県産）  Citrus fruit “Konatsu” 


